
５年２組 家庭科学習指導案            令和５年２月８日（水） 
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１ 題材名  快適な住まい方を考えよう 

       ～生活の中の“音”との上手なつきあい方を考えよう～  

 

２ 授業構想と探究への手立て 

本題材は，B 衣食住の生活（6）快適な住まい方 ア（ア）季節の変化に合わせた住まい方を受けて構成

した。快適な住まい方について，快適・健康・安全の見方・考え方を通して子どもたちの身近な生活の中

から主に暑さ・寒さの調節，通風・換気，採光の仕方及び音に関する問題を見いだし課題を設定し，課題

解決を図っていく題材である。 

本題材では，主に扱う快適な住まい方の視点の中の，「音」に焦点化して学習を展開していく。私たちの

生活を快適にするために，「音」は切り離せない要素である。音には生活を快適にしたりより豊かにしたり

する音や，騒音などの不快な生活音がある。音と生活との関わりについて，これまでは不快な音の発生に

配慮し，どのようにすれば不快な音の発生を防いだり，外からの不快な音を遮断したりすることができる

かという視点で学習を展開してきた。生活音の発生への配慮は子どもたちに気づかせたい大切な視点だが，

一方で，生活の中の「音」が私たちの生活を快適にしたり，より豊かにしたりしているものであるという

視点が弱くなってしまっていた。よって，本題材では，このことを主眼に置き，「音」は快適に住まうため

に“防ぐもの”ではなく，“取り入れるもの，上手につきあうもの”として捉え，生活の中の「音」と生活

の豊かさを関連付け，音との関わり方を考えることができる子どもたちを目指し，住まい方を探求してい

けるように学習を展開していきたいと考える。そして，音に関する快適な住まい方への理解や快適に住ま

うために工夫し実践する力を身につけることができるよう，以下のように手立てを講じる。 

○音との関わり方に関する題材を貫く課題を設定するための出会いの場を大切にする  

まずは住まいと自分の生活のつながりを意識化できるように，日常生活をふり返る時間をしっかりと設

けたい。その際に，子どもたちが日常生活での住まい方を想起できるような絵を提示しつつ，「住まい(家)

は自分にとってどのようなものか」と問うことで，雨風を凌いだり，暑さ寒さから身を守ったりするなど

機能的な面や，家族と過ごせて安心できる場など家族との関係や心理的な面などの住まいのはたらきを十

分に引き出していきたい。その上で，快適・健康・安全の見方・考え方を働かせながら快適に住まうため

に必要な視点を導きだし，その中から音に焦点化し，「生活の中の音は，自分ちにとってどのようなものか」

と問い，音との関わり方を考えていくという題材を貫く課題設定が出来るようにする。  

○音に対する視点を広げ生活を豊かにする音との関わり方を見いだす場を工夫する（本時） 

前時では，生活の中の音は，目覚まし時計のアラーム音など生活に役立ったり，音楽のように楽しい気

持ちにさせてくれたりすることに加え，安心したり，落ち着いたり，時間や季節を感じたりすることがで

きるということに気付き，“音は私たちの生活を豊かにしてくれる”ものであることを見いだした。 

このことを受け，本時では，まず個々で考えた音をグループや学級全体で紹介し合う中で，生活を豊か

にする音は様々あることや個々によって感じ方や捉え方の異なるものであることを踏まえ視野を広げてい

く場を設定する。そこから生活を豊かにする音との生活の中での関わり方を考える。「生活を豊かにする音

を感じながらくらすための住まい方を考える」というめあてのもと，必要に応じて具体的な生活場面を示

しながら考えを掘り下げていきたい。その際には，自分以外の人の音の捉えも尊重していくことの大切さ

にも気づき，住まい方を考えられるようにしていきたい。 

３ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

住まいの主な働きが分かり，音には快

適な音や不快になる生活音があること

や生活を豊かにする音があることや，

騒音となり得る生活音の発生に配慮す

る必要があることについて理解してい

る。  

音に関する住まい方について問題を見

いだして課題を設定し，様々な解決方

法を考え，実践を評価・改善し，考えた

ことを表現するなどして課題を解決す

る力を身に付けている。  

家族の一員として，生活をよりよくし

ようと，音に関する快適な住まい方に

ついて課題の解決に向けて主体的に取

り組んだり，振り返って改善したりし

て，生活を工夫し，実践しようとしてい

る。  

 



４ 題材全体の流れ（全４時間） 
・日常生活をふり返り，快適に住まうために必要な視点を見いだし，音に焦点化し課題を設定する。（１） 

・生活を豊かにする音とはどのようなことかを考え，個々で具体的な音を考える。（１） 

・生活を豊かにする音との関わり方を考える。（１・本時） 

・生活を豊かにする音との関わりを踏まえ，騒音等生活音の発生に配慮する必要を考え，さらに具体的に

生活の中の音との上手な関わり方を考える。（１） 

 

５ 本時の学習（第 3 時／全 4 時間）  

(1) ねらい 

生活を豊かにする音を見いだし，その音と関わり方を考え，快適な住まい方の実践に向けた方法を

工夫することができる。 

 

(2) 展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

1.前時をふり返り，本時のめあてを確認する。  

 

 

 

 

2.個々で考えた音をグループ内で出し合い生活を

豊かにする音についての視野を広げる。  

＜心が安まる音＞ 

・暑い夏の風鈴の音を聞くと心が落ち着くな  

 →音には季節を感じる音もあるな 

＜元気が出る音＞ 

・家族が料理をする音を聞くと食欲がわいてくる  

 →包丁がまな板に当たる音は特にそう感じる  

＜暮らしを支える音＞ 

・目覚ましのアラームは寝坊しないためにも自分

にはとても大切だな 

 →うるさく感じるけど，起きる時には必要だ  

 

3.グループ内で話し合ったことを踏まえ，それらの

音を感じながらくらすための住まい方を考える。  

・風鈴の音は心が落ち着いたり，涼しく感じたりす

るので，夏には窓辺に吊り下げておきたいな。 

・においもだけど，音でも食欲がわくな。肉を焼く

ときの「ジュー」っていう音もいい音だな。キッ

チンが家族みんなの集う場所の近くにあって音

がよく聞けるのはこのままでいいと思ったし，食

事の前には近くにいたいと思った。 

・目覚ましの音は確かに重要だ。だけど，たまに消

し忘れていたり，起きる必要がないのに家族のア

ラームが鳴ったりすると迷惑に感じるので，消し

忘れに注意して生活していきたいな。 

 

4.本時の学習をふり返る。 

・私たちの生活を豊かにしてくれたり，快適にして

くれたりする音が身の回りにはたくさんあるこ

とが分かった。夏には窓辺に風鈴を吊り下げて風

鈴の音を聞くことで気持ちよくくらしたいと思

った。逆に，冬や寒く感じるので風鈴はない方が

いい。季節や必要な時間，場所を調整したり，家

族や友達のことなど考えたりしながらくらすこ

とが大切だと思った。 

 

 

・前時の学習をふり返り，生活を豊かにする音の視

点を確認することで，見通しをもって学習すること

ができるようにする。 

 

 

・様々な音と，それに対する自分の考えを具体的に

伝えられるように，生活を豊かにする視点を再度確

認する。 

・自分が考える音と生活を豊かにする理由をグル

ー プ で 伝 え る 際 に ， 相 手 に も 伝 わ る よ う に

chromebook を用いて音の実際やイメージを具体的

につかめるようにする。 

・音の捉え方の違いについて肯定的に捉え，個々の

考えが広げられるようにこれらの考えや発言を価

値付けていく。 

 

・生活を豊かにする音との関わりを具体的に考え

られるように，それぞれの実際の音を学級全体で確

認したり，具体的な生活場面を確認したりする。 

・ししおどしや祭りの音など日本の文化を感じる

音を紹介し，生活を豊かにする音について視野を広

げられるようにする。 

・個々による音の捉え方の違いを肯定的に捉えら

ながら，家族や身の回りの人も快適にくらすために

はどうすればよいか問うことで，住まい方を工夫

し，生活音の発生等への配慮につなげられるように

する。 

・生活を豊かにする視点を主に取り上げるが，不快

に感じる音との関わり方に対する気付きも，更に音

との付き合い方を考える視点として大切にしたい。 

 

・生活の中にある音は，生活を豊かにしたり，快適

にしたりするものがたくさんあることに対する気

付き，それらを生活の中で取り入れながらよりよい

生活を工夫していきたいという思いを高めていき

たい。また，個々に感じ方が違うことや，不快に感

じる音についての気づきが出た場合には，更に付き

合い方を考える必要があることに気づくきっかけ

とし，次時への課題とつなげていきたい。  

 

 

 

 

生活を豊かにする音を感じながらくらすための住まい方を考えよう  

【評価の観点（思考・判断・表現）】  

生活を豊かにする音を見いだし，その音との関わり方を考

え，快適な住まい方の実践に向けた方法を工夫している。

（ワークシート，発言）  


